
                                                                      

（単位：千円）

第５２期（自平成２５年４月１日　至平成２６年３月３１日）計算書類承認の件

Ⅰ.流動資産 Ⅰ.流動負債

Ⅱ.固定資産  Ⅱ.固定負債

(1)　有形固定資産  

(2)　無形固定資産

Ⅰ.株主資本

（１）資本金

（２）その他資本剰余金

（３）利益剰余金
利益準備金

Ⅱ.評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

　　　評価・換算差額等合計

（注１）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

（注２）当期純利益　２０８，７０８千円

5,582,894

利 益 剰 余 金 合 計

負債・純資産合計資 産 合 計 5,582,894

破産債権・更生債権等

771

5,582,894

276,604

2,592,074▲ 141

771
2,712,846純 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

別 途 積 立 金

237,07411,795

75,447 2,330,000

未 成 工 事 受 入 金

賞 与 引 当 金

完 成 工 事 補 償 引 当 金

工 事 未 払 金

未 払 金

未 払 法 人 税 等

資 産 の 部 負 債 の 部

支 払 手 形

19,748

受 取 手 形 0
電 子 記 録 債 権

163,229162,113

6,617

1,608,197

完 成 工 事 未 収 入 金

科 目科 目 金 額

20,000

25,000

未 成 工 事 支 出 金

75,453

5,590

44,311そ の 他
198,910

35,401

17,178

17,832

113

113
負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

2,516,903流 動 負 債 合 計

退 職 給 付 引 当 金

18,705

331,019

84,783

353,144

そ の 他 3,737

100,000

投資その他の資産　計

貸 倒 引 当 金

92,339

繰 延 税 金 資 産

長 期 保 証 金

貸 倒 引 当 金

5,306,290

2,870,048

機 械 ・ 運 搬 具

149,140

工 具 器 具 ・ 備 品

有 形 固 定 資 産 合 計
土 地

0

建 物 ・ 構 築 物

▲ 783

繰 越 利 益 剰 余 金

166,432

第５６期　決算公告 

　　　東京都中央区日本橋一丁目１２番８号

　　　戸 田 道 路 株 式 会 社

貸 借 対 照 表

（平成３０年３月３１日現在）
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【重要な会計方針に係る事項に関する注記】

                                                                      １． 資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

　満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）

　その他有価証券

 　 時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資

産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定し

ている。）

  　時価のないもの 移動平均法による原価法

(2) たな卸資産

　未成工事支出金 個別法による原価法

２． 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産 (ﾘｰｽ資産除) 定率法

ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物（附属設備を

除く）は定額法を採用している。

(2) 無形固定資産 (ﾘｰｽ資産除) 定額法

(3) ﾘｰｽ資産

① 所有権移転ﾌｧｲﾅﾝｽ・ 自己所有の固定資産に適用する減価償却法と同一の

     ﾘｰｽ取引に係るﾘｰｽ資産 方法を採用している。

② 所有権移転外ﾌｧｲﾅﾝｽ・ リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

     ﾘｰｽ取引に係るﾘｰｽ資産 を採用している。

３． 重要な引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金 売上債権、貸付金等の貸倒による損失に備えるため、一般

債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等につい

ては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上し

ている。

(2) 賞与引当金 従業員に対して支給する賞与に充てるため、支給見込額に

基づき計上している。

(3) 完成工事補償引当金 完成工事に係る瑕疵担保の費用に備えるため、当事業年度

の完成工事高に対する将来の見積補償額に基づき計上して

いる。

(4) 工事損失引当金 将来の工事完成期に発生する可能性が高い損失に備えるた

め、受注金額及び見積原価から算定した損失見込額に基づ

き計上している。

(5) 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、自己都合退職による期末

要支給額を計上している。

(6) 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末

要支給額を計上している。

４． 収益及び費用の計上基準 完成工事高の計上基準は、「工事契約に関する会計基準」

に準じている。

５． その他 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によって

いる。



【貸借対照表に関する注記】

1. 担保に供している資産

預　　　　金 ― 千円

建物・構築物 ― 千円

土　　　　地 ― 千円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 51,612 千円

3． 有形固定資産の減損損失累計額 ― 千円

4． 受取手形割引高 ― 千円
受取手形裏書譲渡高 ― 千円

5． 関係会社に対する短期金銭債権 543,308 千円
関係会社に対する長期金銭債権 480 千円
関係会社に対する短期金銭債務 147,919 千円
関係会社に対する長期金銭債務 0 千円

【損益計算書に関する注記】

関係会社との営業取引による取引高の総額
売上高 3,143,084 千円
売上原価 639 千円
販売費及び一般管理費 24,625 千円

関係会社との営業取引以外の取引による取引高の総額

営業外収益 20,311 千円
営業外費用 ― 千円

【株主資本等変動計算書に関する注記】
1. 当事業年度末における発行済株式の数　　普通株式 24,000 　 株
2. 当事業年度末における自己株式の数　 　　普通株式 ―    株
３． 配当に関する事項

当事業年度中の配当金支払額

基準日が当事業年度に属する配当のうち、効力発生日が翌事業年度となるもの

【１株当たり情報に関する注記】

１. １株当たりの純資産額

２. １株当たりの当期純利益

効力発生日

   　  113,035円　25 銭

          8,696円　16 銭

平成30年5月29日
定時株主総会

普通株式 6,000 250 平成30年3月31日 平成30年6月6日

決　　議 株式の種類
配当金の総

額(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日

効力発生日

平成29年5月26日
定時株主総会

普通株式 38,400 1,600 平成29年3月31日 平成29年6月2日

決　　議 株式の種類
配当金の総

額(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日


